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１．組織の概要

（１）企業理念

三京アムコ株式会社は、適正な企業活動を通じて社会に貢献するため、

経営者ならびに社員一人ひとりが果たすべき普遍的倫理価値を共有し、

これを誠実に実践します。

（2）取組の対象組織・活動

①名称及び代表者

三京アムコ株式会社

代表取締役社長　榊原　輝雄

➁所在地

・本社 愛知県刈谷市一ツ木町７丁目1-3

・豊橋営業所 愛知県豊橋市東脇3丁目15-5

・福岡宮若営業所 福岡県宮若町市金丸289番地1

・仙台営業所 宮城県仙台市宮城野区日の出町3丁目4-21

③環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 取締役営業本部長 寺嶋隆寛

EA21事務局 参与 磯部慎一 0566-24-2211

④事業内容・活動

プラスチック・ゴム・金属の加工品等の企画・開発・販売、

建設工事（とび、管工、内装仕上）

⑤ 創業年月日：1980年8月

事業年度：9月1日～8月31日

⑥事業規模

資本金：1000万円

売上高：54億8500万円（2025年8月期）

従業員数：85名（本社73名、豊橋5名、福岡宮若5名、岩手北上1名、仙台1名）

⑦主な取引先

トヨタ自動車株式会社および関連の自動車部製造会社

3/16



２．対象範囲

（1）名称及び代表者

三京アムコ株式会社

代表取締役社長　榊原　輝雄

（2）対象範囲及び所在地

・本社 愛知県刈谷市一ツ木町７丁目1-3

・豊橋営業所 愛知県豊橋市東脇3丁目15-5

・福岡宮若営業所 福岡県宮若町市金丸289番地1

・仙台営業所 宮城県仙台市宮城野区日の出町3丁目4-21

・岩手北上営業所 岩手県北上市本通4丁目8-28伊藤ビジネスハイツG4号室

※仙台営業所、岩手北上営業所は、2026年5月の更新審査時の拡大・認証対象

（3）事業内容・活動

プラスチック・ゴム・金属の加工品等の、企画・開発・販売、

建設工事（とび、管工、内装仕上）

（4）環境経営レポートの対象期間

2024年9月～2025年8月
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３．環境経営方針

　　　　

【環境負荷の低減実施事項】

  ① 使用電力の削減

  ② ガソリン、軽油等の化石燃料使用量の削減

  ③ 水の使用量の削減

  ④３R（廃棄物の抑制、再利用、リサイクル）により廃棄物の削減

改定1　

　　２. 事業活動において環境に与える影響を評価・特定し、環境経営目標・計画

環境経営方針

〈　基本理念　〉

　　　　　三京アムコ株式会社は事業活動を通し、地球環境の保護と維持向上に

　　　　努め、企業の社会的責任を果たす為、環境活動を推進する。

〈　行動指針　〉

　　　　　三京アムコ株式会社は、地球環境にやさしいクリーンで安全な製品を

　　　　扱うことを基本とし、お客様・仕入れ先様と連携をはかり、事業活動の

　　　　あらゆる面で、安全で安心していただける商品を効率よく社会に提供

　　　　するため、以下の行動指針を定め環境保全活動を実施する。

　　１. 環境関連の法律、条例、規則及び当社が同意するその他の社会的要求事項を

２０２５年１０月　１日

三京アムコ株式会社

代表取締役社長　榊原輝雄

　　　を定め定期的な見直しを行ない、継続的に環境保全活動に取り組みます。

　　３. 環境に配慮した省エネ商品の提案・販売に努めます。

　　４.グリーン購入を通じて環境負荷の少ない持続可能な社会を構築します。

　　５. 従業員並びに関係者に対し環境経営方針を周知させると共に、環境保全

　　　活動に必要な従業員教育を行ない理解と意識の向上に努めます。

　　６. 環境経営方針の内容を社内外に公開します。
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　４．実施体制 【２０２ 5年度】　26年 1月 1日 組織表適応

★

１

★

２

※ ※ Lはリーダー、TLはチームリーダーの略

・環境経営活動に関する統括責任及び環境管理責任者を任命

・環境経営計画の実施に必要な設備、費用、時間、技術者を準備、提供する

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境経営活動計画書及び環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営計画の構築、実施、管理、及びEA21推進委員会の設置と開催

・環境経営計画を推進し、目標の達成を図る

　　３. 環境に配慮した省エネ商品の提案・販売に努めます。 ・EA21推進委員会の委員の任命

・部門責任者の任命

・環境目標・環境経営活動計画書を確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告・環境経営活動レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の運営管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーション窓口

・環境経営活動レポートの作成、公開（社内展開と地域事務局への送付）

・環境管理責任者より任命された推進委員によりEA21推進委員会を運営する

・開催頻度は2ヶ月に1回以上とし、環境経営活動を推進する

・環境目標、環境経営活動計画書原案の作成

・全体、自部門における環境経営活動の実施及び実績と達成状況の報告

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境経営活動計画の実績と達成状況の報告

・自部門への環境情報連絡と対策依頼書の確認及び再発防止策を確認する

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の環境経営活動を推進、確認、実績を把握し部門責任者に報告

・担当部署の環境情報連絡／対策依頼書の確認・対策の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加

代表取締役　社長

環境管理責任者　取締役営業本部長

EA21 事務局

E A 21推進委員会

営業

１部

営業

２部

営業

５部

営業

８部
経理部 業務部 管理部

豊橋

営業所

福岡宮若

 営業所

仙台

営業所

岩手北上

営業所

部門責任者

★１

環境担当者

★２

全従業員 

技術企画室

安衛推進室

品質保証室

システム室

役割・責任・権限

代表取締役

環境管理責任者

EA21事務局

EA21推進員会

1課

L

1課.2課

L.TL

1課.3課

L

1課.2課.

3課.4課

L

総務部

L

委員長： 取締役営業本部長

営業１部 　　　　部長 管理部  　専門職役員待遇　 

営業２部　　 取締役副会長 豊橋営業所　　    所長

営業５部 　　　  リーダー 福岡宮若営業所　所長

営業８部　　　　部長 仙台営業所　　　所長代理

総務部・業務部　参与 岩手北上営業所　所長

経理部　　　　　監査役 以上 部門責任者兼務

EA21推進委員
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5.環境経営目標　（2024年度、2025年度、2026年度）

①全社（本社、豊橋営業所、福岡宮若営業所、仙台営業所、岩手北上営業所）

以下に示す通り、前年度実績値比1％削減で各年度の目標値を策定し取り組む。

各営業所における目標値の策定も同様とする。

【①全社目標】 2023年度（2023年9月～2024年8月）

2024年度（2024年9月～2025年8月）

2023年度 2024年度目標 2025年度目標 2026年度目標

実績値/基準値 前年度実績値の-1％ 前年度実績値の-1％ 前年度実績値の-1％

kg-CO2 176,112

電力使用量 kWh 109,893

ガソリン使用量 L 53,151

軽油使用量 L 3,118

都市ガス使用量 ㎥ 1,583

㎥ 383

kg 3,616

千円 102,441

電力のCO2排出係数は以下の2023年度調整後排出係数を用いた。

中部電力ミライズ 0.411 kg-CO2/kWh

九州電力 0.472 kg-CO2/kWh

東北電力 0.421 kg-CO2/kWh

　　３. 環境に配慮した省エネ商品の提案・販売に努めます。都市ガスはエコアクション21ガイドラインで示されている　2.16kg-CO2/㎥を用いた。

LPGは少量使用している。削減取組は行うが、少量の為、目標管理案件とはしない。

環境に配慮した工事施工：騒音、安全対応など作業前後にKYミーティングを必ず実施。

各種設備設置などの施工業務は全て本社（刈谷）で元請けとして受注、施工作業自体は下請けに依頼。

2025年度

実績値の

1％削減

項目 単位

CO2総排出量の削減

2023年度

実績値の

1％削減

2024年度

実績値の

1％削減

「かんばん」関連商品の販売 （記録する）

実施 実施

水道使用量削減 2023年度

実績値の

1％削減

2024年度

実績値の

1％削減

2025年度

実績値の

1％削減産業廃棄物削減

環境に配慮した

工事施工

CO2削減・環境

安全配慮施工
実施 実施
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６．環境活動計画（取組内容）

１.使用電力量の削減

　　①エアコンの設定温度の最適管理

　　※ 暑さ指数（WBGT）29以下 及び 安衛法 事務所規則に準じた空調管理

　　②高効率型変圧器による変圧ロス電力の削減

　　③使用していないパソコン等の主電源は切る。

　　④パソコン、コピー機、印刷機等は、省エネ設定をする。

　　⑤空調機のフィルターの掃除やメンテナンスを行う。

　　⑥太陽光発電設備の増設の計画を推進する。

２.化石燃料（ガソリン、軽油）使用量の削減

　　①環境省が推奨するエコドライブ10の周知徹底を図る。

　　②社有車の低燃費化、電動化の推進。

　　③社有車の整備点検を行い、自己の燃費を把握する。

３.水道使用量の削減

　　①手洗い、洗い物時に節水を心がける。

　　②シャワー使用時、トイレ使用時の積極的な節水に心掛ける。

　　①リターナブル生活消耗品への切替をする。

　 　　②ごみの分別収集を徹底する。

　　③裏紙再利用及び使用紙の小型化を推進する。

　　④私用な持ち込みごみの廃棄を禁止する。

５．その他

　　①安全に配慮した工事施工⇒ 作業前・作業後、ＫＹミーティングの徹底する。

　　②環境に配慮した工事施工⇒ 作業前・作業後、ＫＹミーティングの徹底する。

　　③３Ｒを基本とした製品の販売と開発を進める。

　　３. 環境に配慮した省エネ商品の提案・販売に努めます。【活動の推進体制】

　①各部門の環境担当者が活動責任者を定め活動する。

　②本社、各営業所ごとに毎月15日に告知される環境負荷実績の確認をし、評価・対策を行う。

　③本社、各営業所ごとに毎月25日に告知される燃料消費実績の確認をし、評価・対策を行う。

【スケジュール】

年度初期に環境経営計画を策定し、毎月の実績評価により、年央で計画を見直す。

年度末の全体評価を踏まえ、次年度の環境経営経営計画を策定する。

環　境　活　動　計　画（取組内容）
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7.1　環境経営目標の実績　2024年度（2024年9月～2025年８月）

【①全社】

（本社、豊橋、福岡宮若、仙台、北上） 2023年度（2023年9月～2024年8月） 2024年度（2024年9月～2025年8月）

kg-CO2 239,970 237,570 231,897 -3.4% 〇

kWh 149,827 148,329 143,770 -4.0% 〇

①購入電力量 kWh 140,514 - 124,654 -11.3% -

➁自家発電自家消費量※ kWh 9,313 - 19,116 - -

L 69,223 68,531 69,848 +1.0% △

L 6,553 6,487 5,864 -10.5% 〇

㎥ 1,583 1,567 1,387 -12.4% 〇

㎥ 621 614 446 -28.2% 〇

kg 2,406 2,382 1,758 -27.0% 〇

kg 5,657 5,600 3,582 -36.7% 〇

千円 102,441 - 93,331 -8.9% -

電力使用量＝①購入電力量＋➁自家発電自家消費量

【②本社】 2023年度（2023年9月～2024年8月） 2024年度（2024年9月～2025年8月）

kg-CO2 176,112 174,351 166,888 -5.2% 〇

kWh 109,893 108,794 99,416 -8.6% 〇

①購入電力量 kWh 100,580 - 80,300 -20.2% -

➁自家発電自家消費量※ kWh 9,313 - 19,116 - -

L 53,151 52,619 52,947 -0.4% 〇

L 3,118 3,087 3,121 +0.1% △

㎥ 1,583 1,567 1,387 -12.4% 〇

㎥ 383 379 384 0 △

kg 1,201 1,189 685 -43.0% 〇

kg 3,616 3,580 2,650 -26.3% 〇

※ 2024年4月に蓄電池付き太陽光発電システム（自家発電自家消費）を災害対応も考慮し、本社倉庫屋根に新設。

（発電能力29.88ｋW　蓄電15kW）

2023年度電力使用量実績＝購入電力量（中部電力100,580kWh）＋自家発電自家消費量（CO2ゼロ9,313kWh）=109,893kWh

2024年度電力使用量実績＝購入電力量（中部電力80,300kWh）＋自家発電自家消費量（CO2ゼロ19,116kWh）＝99,416kWh

2012年12月に刈谷本社屋、屋上に太陽光発電パネル（発電能力20ｋW）を設置（全量売電）。

2024年度売電量実績：12,283ｋWh

都市ガス使用量

項目 単位 2023年度実績
2024年度目標

（2023年度実績値-1％）
評価

CO2総排出量の削減

電力使用量（①+➁）

ガソリン使用量

軽油使用量

2024年度実績
前年度

実績比

水道使用量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

環境に配慮した

工事施工

CO2削減・環境

配慮施工
全件実施 全件実施 - 〇全件実施

ガソリン使用量

2024年度実績

軽油使用量

項目 単位 2023年度実績
2024年度目標

（2023年度実績値-1％）

「かんばん」関連商品の販売

〇

都市ガス使用量

水道使用量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

環境に配慮した

工事施工

CO2削減・環境

安全配慮施工
全件実施 全件実施 全件実施 -

前年度

実績比
評価

CO2総排出量の削減

電力使用量（①+➁）
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7.1　環境経営目標の実績　2024年度（2024年9月～2025年８月）

【③豊橋営業所】 2023年度（2023年9月～2024年8月） 2024年度（2024年9月～2025年8月）

CO2総排出量の削減 kg-CO2 24,596 24,350 19,927 -19% 〇

電力使用量※ kWh 13,224 13,092 12,315 -6.9% 〇

ガソリン使用量 L 5,600 5,544 5,009 -10.6% 〇

軽油使用量 L 2,391 2,367 1,674 -30% 〇

㎥ 23 23 19 -17.4% 〇

kg 274 271 270 -1.5% 〇

kg 1,933 1,914 789 -59.2% 〇

※2025年7月より中部電力ミライズ・グリーン電気（CO2フリー）の購入を開始

【④福岡宮若業所】 2023年度（2023年9月～2024年8月） 2024年度（2024年9月～2025年8月）

CO2総排出量の削減 kg-CO2 21,968 21,748 25,702 +17.0％ ×

電力使用量 kWh 20,157 19,955 24,441 +21.2％ ×

ガソリン使用量 L 5,368 5,314 6,106 +13.7％ ×

㎥ 32 31 33 +3.1％ ×

kg 450 446 555 +23.3％ ×

kg 0 0

2024年12月～2025年1月は前年同月比、電力使用量が34%増加。

2013年12月に福岡宮若営業所、屋上に太陽光発電パネル（発電能力27.72ｋW）を設置（全量売電）。

2024年度売電量実績：25,382ｋWh

2024年度目標

（2023年度実績値-1％）
2024年度実績

前年度

実績比
評価

産業廃棄物削減

水道使用量削減

一般廃棄物削減

項目 単位 2023年度実績

評価

水道使用量削減

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

項目 単位 2023年度実績
2024年度目標

（2023年度実績値-1％）
2024年度実績

前年度

実績比
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7.1　環境経営目標の実績　2024年度（2024年9月～2025年８月）

【⑤仙台営業所】 2023年度（2023年9月～2024年8月） 2024年度（2024年9月～2025年8月）

CO2総排出量の削減 kg-CO2 9,235 9,142 11,818 +29.3％ ×

電力使用量 kWh 3,182 3,150 4,391 +40.0% ×

ガソリン使用量 L 3,403 3,369 4,297 +26.2% ×

㎥ - - - - -

kg 177 175 144 -18.70% 〇

kg 445 441 0

※オフィスビルの共同使用の為、水道使用の個別契約が無く、個別の実績値は把握できず。

一般廃棄物はオフィスビルの一般廃棄物回収時に排出量を計量する

【⑥岩手北上営業所】 2023年度（2023年9月～2024年8月） 2024年度（2024年9月～2025年8月）

電力使用量 kWh 3,371 3,337 3,207 -4.9% 〇

ガソリン使用量 L 1,701 1,684 1,489 -12.5% 〇

軽油使用量 L 1,044 1,034 1,069 +2.4％ ×

㎥ 6 6 10 - -

kg 36 36 104 +289％ ×

kg 108 107 143 +32.4％ ×

一般廃棄物は全てエコステーションへの持込記録。

2024年度目標

（2023年度実績値-1％）
2024年度実績

前年度

実績比
評価

産業廃棄物削減

水道使用量削減

一般廃棄物削減

項目 単位 2023年度実績

評価

水道使用量削減※

一般廃棄物削減

産業廃棄物削減

項目 単位 2023年度実績
2024年度目標

（2023年度実績値-1％）
2024年度実績

前年度

実績比
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７-2．環境経営計画の実績・取組結果と評価、並びに次年度の取組計画

評価

１.使用電力量の削減

　　①エアコンの設定温度の最適管理

　　※ 暑さ指数（WBGT）29以下 及び 安衛法 事務所規則に準じた空調管理

　　②高効率型変圧器による変圧ロス電力の削減

　　③使用していないパソコン等の主電源は切る。

　　④パソコン、コピー機、印刷機等は、省エネ設定をする。

　　⑤空調機のフィルターの掃除やメンテナンスを行う。

　　⑥太陽光発電設備の増設の計画を推進する。

コメント（次年度の計画を含む）

　暑さ指数、安衛法 事務所規則に準じた空調管理を黒球付きのWBGT測定器の測定値より

　最適稼働の見える化に取組む。

　電力会社からの時間毎消費電力の記録を毎月確認し、節電に対する意識を高める。

２.化石燃料（ガソリン、軽油）使用量の削減

　　①環境省が推奨するエコドライブ10の周知徹底を図る。

　　②社有車の低燃費化、電動化の推進。

　　③社有車の整備点検を行い、自己の燃費を把握する。

コメント（次年度の計画を含む）

　低燃費車の導入がほぼ完了したことにより、燃費の改善は数値的には良くなっている。

　次年度以降は、前年実績を基準に環境負荷低減にむけて取組みを進める。

　自社の車両管理データーベースにて各自の燃費と車両整備の状況を都度に確認する。

３.水道使用量の削減

　　①手洗い、洗い物時に節水を心がける。

　　②シャワー室の使用時、トイレ使用時の積極的な節水に心掛ける。 　

コメント（次年度の計画を含む）

　　３. 環境に配慮した省エネ商品の提案・販売に努めます。　前年度に福利厚生設備としてシャワー室が設置されましたが、節水意識から水道使用量は、

　目標を達成できました。今後は節水型トイレへの改修により節水対応をします。

４.リデュース、リユース、リサイクル

　　①詰め替え可能な製品に置き換える。　②ごみの分別収集を徹底する。

　 　　③使い捨て製品の使用を極力減らす。　④持ち込みごみを減らす。

コメント（次年度の計画を含む）

　リターナブル製品の使用への切替が進行している。福岡宮若、岩手北上の営業所においては、

　産廃を3R出来る業者への廃棄委託が行えてる。

５．その他

　　①安全に配慮した工事施工⇒ 作業前・作業後、ＫＹミーティングの徹底する。

　　②環境に配慮した工事施工⇒ 作業前・作業後、ＫＹミーティングの徹底する。

　　③「環境にやさしい」製品の開発を進める。

コメント（次年度の計画を含む）

　自社にて消費する資材について、エコマーク認定商品を購入しグリーン調達に努めます。

　コピー用紙はグリーン調達から再生紙を使用しておりましたが、再生紙から発生する紙粉

　による印刷エラーを減少させる為に、森林認証製品(FSC認証)のコピー用紙を検討します。

　工事施工においては顧客と協議し、廃棄物が削減する施工を提案いたします。

7.3　次年度以降の環境経営目標　＝　5.環境経営目標（2025年度）に記す

〇

環　境　活　動　計　画

〇

✖

〇

〇
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認　及び　

　　評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

【主な環境関連法規・条例】 評　価

1 　①廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）、廃棄物処理法施行令

2 　②廃棄物の適正な処理の促進に関する条例（愛知県条例）

3 　③福岡県産業廃棄物の不適正処理の防止に関する条例（福岡県条例）

　④廃棄物の適正な処理の促進に関する条例（仙台市条例）

　⑤廃棄物の適正な処理の促進に関する条例（岩手県条例）

　　・保管施設の表示と保管基準の遵守 表示板掲示

　　・収集運搬業者及び処分業者との適切な委託契約 契約書・業者の認可証

　　・委託契約書の保管 5年間保管

　　・マニフェストの管理、保管 5年間保管（A・B２・D・E票）

　　・マニフェスト交付等の状況報告 関係監督官庁へ毎年度報告

4 　④県民の生活環境の保全等に関する条例（愛知県条例）

　　条例に基づき、刈谷市と豊橋市に設備の設置届出を行っている。

5 　⑤福岡県公害防止等生活環境の保全に関する条例（福岡県条例）

　　条例に基づく届出に該当する設備はない。

　⑥仙台市における環境の保全と創造に関わる条例(仙台市環境基本条例）

　　条例に基づく届出に該当する設備はない。

　⑥岩手県環境の保全及び創造に関する基本条例(岩手県環境基本条例）

　　条例に基づく届出に該当する設備はない。

　⑦自動車から排出される窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の特定地域（愛知県内）

　　における総量の削減等に関する特別措置法（自動車NＯｘ・ＰＭ法）

　　・愛知県内で30台以上の自動車を使用する 毎年6月末までに「自動車使用管理

　　　特定事業者 実績報告書」の提出

　⑧資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）

　　３. 環境に配慮した省エネ商品の提案・販売に努めます。　　・リデュース、リユース、リサイクルの促進

　⑨特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）

　　・特定４品目を廃棄する際、収集運搬料金と

　　　リサイクル料金を支払うことなど

　⑩使用済小型電子機器等等の再資源化の促進に関する法律（小型家電リサイクル法）

　　・家電リサイクル法で特定された以外の28類型 対象品目の確実な分別

　⑪使用済み自動車の再資源化等に関する法律（自動車リサイクル法）

　　・使用済みとなった自動車を引取業者に引渡すこと

　⑫フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）

　　・業務用エアコンの点検 簡易点検：3カ月ごとに１回（全て）

　　・2023年10月 刈谷本社の業務用エアコン２台を 定期点検：３年に１回以上

　　　廃棄フロン廃棄処理の報告書を保管（3年間） 　　　　（7.5Kw以上50Kw未満）

点検などの履歴の記録：３年間保管

　⑬下水道法

　　・特定施設がなく、最大排出量が51㎥/日未満 適切な排水設備の設置

・上記環境関連法規については、活動期間中、関係当局より環境関連法規等に関する、違反・苦情等の

　 指摘及び訴訟等はありません。

・環境関連法規は2026年4月1日時点の改正状況を確認して判定しております。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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９．代表者による全体評価と見直し結果
環境管理責任者（取締役営業本部長） 寺嶋隆寛

　〇 次年度以降の見直し

環境経営方針 変更なし ✔ 変更有

環境経営目標・計画 変更なし ✔ 変更有

実施体制 変更なし ✔ 変更有

発行日　２０２６年  ４月  ２８日

代表取締役社長　榊原輝雄

　二酸化炭素排出量の削減については時代の要請もあり、自然エネルギーの活用を視野に、太陽光発電

の活用やグリーン電力の購入を環境経営的な視点も考慮し今後も積極的に取り入れていく。

三京アムコ株式会社

　2021年9月（弊社会計年度）から「環境経営方針」を掲げ、「環境保全への行動指針」を定め て環境

経営活動取り組んでまいりました。環境経営活動の3年間の結果としてガソリン使用量を除く項目が目

標を満たしている状況です。ガソリン使用量については、売上増に伴う営業への移動が増えた事が主な

要因と判断しております。

　弊社の業務においては顧客への訪問、納品が主な業務になることから、ガソリン使用量の増加は避け

られないところです。営業車両において可能な限りCO2排出量の少ない車両の導入を推進してまいりま

す。車両によるCO2排出量の増加分を電力、廃棄物の環境負荷低減にて対応し、当社としてCO2排出量

の削減に前向きに努力してまいります。

　中期計画として、刈谷本社の太陽光発電の増設による自家消費電力の増量、省エネ空調機器への入替

による節電。豊橋と宮若の営業所は太陽光発電の自家消費。岩手北上営業所はグリーン電力への切替。

これらの実施に向けて事業活動してまいります。

①　刈谷本社

　・「小集団活動の」の定着化（PDCAサイクルの思考力向上）

　・自家発電の自家消費によるCO2排出量の削減

②　豊橋営業所

　・「小集団活動の」の定着化（PDCAサイクルの思考力向上）

　・自家発電の自家消費によるCO2排出量の削減

　・産業排出物の３Rへ対応（最終処分方法の見直し）

③　福岡宮若営業所

　・省エネ環境の検討（省エネ空調機器への交換）

　・産業排出物の３Rへ対応（最終処分方法の見直し）

　・福岡県「エコ事業所」認定の継続活動

④　仙台営業所

　・産業廃棄物の定期排出

　・個人による環境負荷低減活動の記録継続

　次年度以降については、今回策定した環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を堅持し、

継続的な改善活動に努めます。
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【附則１】　６．環境活動計画（取組事例）

【 高効率型変圧器による変圧ロス電力の削減 】

・導入効果

　試算の前提

　旧式変圧器からスーパー高効率タイプに更新すると仮定。新・旧変圧器の諸元は以下のとおり。

容量(kVA） 台数 無負荷損(W） 負荷損(W） 定格負荷時効率(%）

現用変圧器 500 2 1,560 6,750 98

新設変圧器 500 2 500 3,530 99

年間電力消費量の差の算出（各変圧器の負荷率〔当該負荷／定格容量〕は45％）

全損失の算定（全損失＝無負荷損＋0.2025× 負荷損）

現用変圧器の全損失：1,5601,560＋0.2025×6,750 ＝ 2,927(W)

新設変圧器の全損失： 500500＋0.2025×3,530 ＝ 1,215(W)

① 年間電力消費量の差の算定（年間運転時間を8,760 時間と仮定）

（2,927－1,215(W ･台)）×2(台)×8,760(h/年)/1,000/1,000 ＝ 29.994 〔千kWh 〕

②CO2 排出量の削減量

29.994(千kWh/年)×0.555( 千kWh) ≒ 16.6 〔t 〕

アムコの減殺の消費電力では、CO2 は≒５ｔ削減されそうです。
15/16



【附則２】　６．環境活動計画（取組事例）

【 再エネ電力 】 １．太陽光発電の自家消費

２．蓄電設備による非常時の電源確保（BCP対応）

３．災害時における地域住民への携帯電話用電源の提供

蓄電池能力 15kWh

太陽電池出力29.88kw
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